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各自、名札の置いてある席へ着席してください。

１班
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２班
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行
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受
付

2

令和２年２月６日

神奈川県建築物震後対策推進協議会

応急危険度判定
コーディネーターシナリオ演習

2

座間市都市部

参事 浅黄 美和

応急危険度判定コーディネーターシナリオ演習

3

開催地あいさつ

応急危険度判定コーディネーターシナリオ演習次第

4

１ 開会あいさつ

２ ガイダンス

３ シナリオ演習１

＜お 昼 休 憩 １２：００ ～ １３：００ ＞

４ シナリオ演習２

＜ 休 憩 １５：００ ～ １５：１０ ＞

５ シナリオ演習３

６ 感想・意見等

７ その他

本日の流れ

5

４階平面図

6

・ 建築物応急危険度判定行動マニュアル

（シナリオ演習用）

・ 応急危険度判定手帳（抜粋）

応急危険度判定コーディネーターシナリオ演習資料の確認

6

事前配布資料
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7

応急危険度判定コーディネーターシナリオ演習資料の確認

7

・ 次第

・ 参加者名簿

・ タイムスケジュール

・ アンケート

・ パワーポイントのスライド一覧

・ 【資料１】応急危険度判定実施本部及びコーディネー
ター業務資料

・ 【資料２】シナリオ演習１資料

・ 【資料３】シナリオ演習２資料

・ 【資料４】シナリオ演習３資料

本日配布資料

8

応急危険度判定コーディネーターシナリオ演習資料の確認

・ 参加者の役割

・ 座間市防災地図（シナリオ演習用）

・ 判定実施計画書作成の考え方（一例）

・ 応急危険度判定実施計画書（様式４）

・ 応急危険度判定実施検討事項まとめ

・ 判定街区マップ

・ 判定実施集計表（チーム）（様式７）

・ 判定実施集計表（班）（様式８）

・ 判定実施集計表（地図番号毎）（様式９）

・ 判定結果集計報告書（日毎用）（様式１０）

・ 伝紙（１～１３）
8

各班配布資料
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ガイダンス

9
10

ガイダンス

大地震後の被災建物を調査し、

その後に発生する

余震等による二次災害を防止する。

応急危険度判定の目的

10

11

ガイダンス国内の応急危険度判定制度

平成３年 静 岡 県 国 内 初

平成４年 神奈川県 認定開始

平成７年 阪神淡路大震災

一般に認知されるようになる

11
12

ガイダンス全国の判定実績

12

兵庫県南部地震
（共同住宅・長屋）

新潟県北部の地震 （住宅）
宮城県北部地震 （住宅）
鹿児島県を震源とする地震

（木造住宅）
伊豆諸島地震［新島］ （住宅）
鳥取県西部地震 （住宅）
芸予地震 （住宅）
三陸南地震 （住宅）
宮城県北部地震 （住宅）
新潟県中越地震 （住宅）
福岡県西方地震 （住宅）

能登半島地震 （住宅）

三重県中部を震源とする地震
（住宅）

新潟県中越沖地震 （住宅）

岩手・宮城内陸地震
東北地方太平洋沖地震 （住宅）
長野県北部を震源とする地震
静岡県東部を震源とする地震
熊本地震
大阪府北部地震
北海道胆振東部地震
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13

過去の判定実績

13

判定棟数：３３０，６０６棟

活動判定士数（延べ）：３７，１４７人

ガイダンス

14

迅速かつ円滑な判定を実施するためには

14

・被害予測を基に、実行可能な震前判定
実施計画を作成しておくことが必要。

・伝達訓練や実施計画の策定を繰り返す
ことで問題点や課題を抽出し、各自が不
測の事態に対応できるようにする。

ガイダンス

15

応急危険度判定制度（概要）

15

◆ 応急危険度判定士

・都道府県知事が認定

・判定台帳に登録、認定証の交付

・判定は「市町村災害対策本部」が実施

・災害補償制度あり

ガイダンス
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応急危険度判定の基本的事項

16

◆ 判定実施の判断
・市町村災害対策本部長が判断

◆ 判定対象建築物
・応急危険度判定実施本部が被害状況

から判断し決定

◆ 判定実施時期
・地震発生１～２日後に開始

活動期間は概ね１０日間程度

ガイダンス
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応急危険度判定の基本的事項

17

◆ 判定作業
・１チーム２名、３日間程度
・外観目視を原則
・内観調査は必要に応じて実施
（立ち入り調査は、市町村災害対本部の

指示による。）

◆ 判定結果の責任
・市町村災害対策本部

ガイダンス

建物用途 判定作業の主体

公共施設 【防災上重要な建築物】

・災害対策本部：庁舎等

・医療救急施設：保健所、病院

・応急発動拠点：土木事務所、警察署等

・避難収容拠点：学校、青少年会館等

・要介護施設：社会福祉施設等

行政判定士

民間施設 ・準公共施設：病院、診療所等 行政・地元判定士

民間施設 ・民住施設：戸建住宅、共同住宅

・宿泊施設：旅館、ホテル

・生活関連施設：物販販売店舗等

・事業施設等：事務所など

・供給施設：ガソリンスタンド

地元判定士

必要に応じて応
援判定士

ガイダンス応急危険度判定作業の主体

18
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◆ 全国組織
・全国被災建築物応急危険度判定協議会
国土交通省、全国都道府県、関係団体

◆ 地方連絡会議
・１０都県被災建築物応急危険度判定協議会
（関東地方）
茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、
東京都、神奈川県、山梨県、長野県、静岡県

◆都道府県組織
・神奈川県建築物震後対策推進協議会
県、県内市町村

19

関係機関

19

ガイダンス

20

神奈川県
判定支援本部

被災市町村
（判定実施本部）

無
被
害
市
町
村

１０
都
県
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
協
議
会

地
元
判
定
士

全
国
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
協
議
会

各土木
事務所

所属都県

ブロック
幹事県

支援要請支援要請

支援要請

派遣要請

派遣要請

支援要請

派遣要請

参集

参集

参集

ガイダンス応急危険度判定実施までの流れ

21

関連資料

①応急危険度判定必携

②被災建築物応急危険度判定マニュアル

①神奈川県震災建築物応急危険度判定
コーディネーターマニュアル

②応急危険度判定手帳

③震災建築物応急危険度判定マニュアル

④神奈川県建築物震後対策推進協議会規約

⑤神奈川県被災建築物応急危険度判定要綱

⑥神奈川県震災建築物応急危険度判定士認定要綱

⑦神奈川県震災建築物応急危険度判定士会設置要綱

ガイダンス

21 22

コーディネーターとは

22

市町村災害対策本部が応急危険度判定を実施する
場合、判定士を指揮・監督する者

応急危険度判定の実施組織図応急危険度判定の実施組織図

応
急
危
険
度
判
定
士

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

判
定
実
施
本
部

報告・協力

・被害状況の把握

・判定実施計画書作成

・判定活動環境整備

・住民への広報活動

支援・伝達・実施本部補佐

・チーム編成

・資機材準備配布

・チーム統括、
ガイダンス等

ガイダンス

23

１．地震発生時の情報収集（Ｐ９）

２．判定実施要否の決定・県への連絡（Ｐ１０）

３．判定実施本部の設置（Ｐ１０）

４．公共建築物等の判定業務の実施（Ｐ１０）

５．判定実施計画の策定（Ｐ１１）

６．地元判定士への参集要請（Ｐ１３）

７．県災害対策本部への支援要請（Ｐ１３）

判定業務の実施

18．判定結果の集計・報告等（Ｐ１４）

19．判定実施本部の解散（Ｐ１４）

12 ．判定資機材の配布（Ｐ１８）

11 ．判定実施チーム及び班の編成（Ｐ１７）

10 ．判定士の受付（Ｐ１６）

９．判定士等の受入れ準備（Ｐ１５）

８．判定実施の準備（Ｐ１５）

13 ．判定作業の説明（Ｐ１９）

14 ．判定業務の実施（Ｐ２０）

15 ．判定業務の終了（Ｐ２１）

16 ．判定結果の取りまとめ・報告（Ｐ２１）

17．コーディネーター業務の終了（Ｐ２１）

被災建築物等の相談窓口 判定結果の開示・立入禁止の検討

判定実施本部業務

コーディネーター業務

ガイダンス業務フローチャート

判定士等の受入れ

23

演習１
地 発 生地 震 発 生

演習２

演習３

ガイダンス参加者の役割

通 常
応急危険度判定実施本部

立ち上げ後
応急危険度判定実施本部での業務内容

課 長 判定実施本部長 判定業務の統括

課職員 職員判定士 公共建築物等の応急危険度判定

課職員 連絡係 外部との連絡・調整、判定士等の要請

課職員 情報統計係 判定実施計画の策定に必要な情報の収
集、広報及び問い合わせの対応、判定
結果の集計と統計

課職員 実施計画係 現地調査計画や判定実施計画の作成

課職員 コーディネーター係 判定実施の準備、判定実施チームや班
の編成

－ 書記（演習用の要員） 記録

建築住宅課（応急危険度判定実施所管課）

24

⇒ 応急危険度判定実施本部を設置
⇒ 建築住宅課長を応急危険度判定実施本部長に任命

24
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各演習で設定する役割

演 習 役 割 人 数 備 考

１

判定実施本部長 ２
各班でＡ・Ｂグループに分割する
ため２名ずつ割り振る。

職員判定士 ２

連絡係 ２

（判定実施本部外） （１） ７名の班のみ。

２

判定実施本部長 １

実施計画係 ３（４） ７名の班では４名。

書記 ２

３

判定実施本部長 １

職員判定士 ２

コーディネーター係 ２

情報統計係 １（２） ７名の班では２名。

2525

ガイダンス

26

想定地震
（被災想定都市：座間市）

26

27

座間市の位置

27

神奈川県の
中央部に位置する

想定地震の説明 想定地震の説明座間市の概要

2828

小田急線

人 口 129,929人
世帯数 58,454世帯

29

想定地震の説明想定地震

大正型関東地震

・被災市町村 ： 座間市
・発生日時 ： 令和２年２月６日(木)午前９時
・気象条件 ： 天候：晴れ 風向：北

風速：５．８ｍ／ｓ
・震源地 ： 相模トラフ
・地震の規模 ： マグニチュード８．２
・震度 ： 震度６強
・被害状況 ： 不明

応急危険度判定実施所管課
⇒ 都市部 建築住宅課

29

想定地震の説明震度分布図

30

市民体育館

市民文化会館

座間市庁舎

座間市域の震度分布図
（大正型関東地震）

30
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地震発生

３分後 第一報発表

５分後 詳細発表

１０分後 市災害対策本部設置

県災害対策本部設置

31

想定地震の説明災害対策本部の設置状況

31

シナリオ演習１
【判定実施本部業務】

○地震発生後から県災害対策
本部への判定支援要請まで

3232

伝達シナリオにより、判定実施本部の業務のうち、
「地震発生直後から県災害対策本部への支援要
請まで」の流れを把握する。

シナリオ演習１演習の目的

33

演習項目

「建築物応急危険度判定行動マニュアル」

Ｐ９ Ⅲ 判定実施本部業務マニュアル

１．地震発生時の情報収集

７．地元判定士への参集要請

～

33

シナリオ演習１演習の内容

◇大地震発生後の応急危険度判定実施本部とい
う状況設定の下、参加者各自がそれぞれの役
割を理解する。

準備するもの

＜各自＞
○シナリオ演習１資料（Ｐ２－１～Ｐ２－４）※

※Ｐ２－２～２－４は伝達シナリオ

＜班＞
○伝紙１～１０

3434

指示、報告等の伝達方法

実
施
本
部
外
の
組
織

（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

連

絡

係

実
施
本
部
長

口 頭

伝 紙

判定実施本部内の
指示・連絡・報告

判定実施本部外との
調整・連絡・報告

本
部
職
員

35

シナリオ演習１

35 36

シナリオ演習１演習の進め方

伝達シナリオを以下の場面で区切り、演習を実施
。

・場面Ａ（番号１～１０）
地震発生直後の対応

・場面Ｂ（番号１１～２２）
応急危険度判定実施のための体制構築

・場面Ｃ（番号２３～３３）

応急危険度判定実施計画の策定及び県災害対策本部
への支援要請

36
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37

シナリオ演習１演習の進め方

37

Ａグループの演習 Ｂグループの演習

アドバイザーによる伝達

【伝達シナリオ番号：～X-1】 判定実施本部内の伝達

【伝達シナリオ番号：X】 判定実施本部外からの伝達

【伝達シナリオ番号：X+1～】 判定実施本部内の伝達

演習の実施イメージ

Ａグループの演習 Ｂグループの演習

X-1番まで
各グループで実施

X+1番以降
各グループで実施

38

シナリオ演習１演習の進め方

伝達の方法は以下のとおり。

①口頭での伝達
・伝達元が伝達シナリオにある指示内容・伝達内容を読み
上げる。

・判定実施本部外が伝達元となる場合、アドバイザーが読
み上げる。

・実施本部長は、口頭で伝達する。

②伝紙での伝達

・連絡係は、伝紙の発信番号、発信日時及び発信者氏名
を記入し、発信日時、発信機関名、伝達機関名及び情報
記入欄の内容を読み上げた後、アドバイザーに渡す。

38

班名      

情報 
ルート 

発信機関名 経由機関名 伝達先機関名 

   
受信番号  第   号 第   号 

受信日時 
 月   日 

  時   分 
月   日

  時   分

受信者氏名    

発信 
番号 

第   号 第   号  

発信 
日時 

     月   日 
時   分  

月   日 
  時   分 

 

発信者

氏名  
  

＜情報記入欄＞ 

 
 

                 発信者が記入 
 

             経由、受信側で記入 
 
 

伝紙の記入例

39

シナリオ演習１

39 40

シナリオ演習１伝達シナリオ

4040

場面Ａ（伝達シナリオ番号：１～１０）

地震発生直後の対応

・地震の発生

・市災害対策本部の設置

・被害状況の情報収集

・市庁舎（市災害対策本部建物）の安全確認

番号１(P２-２)

41

シナリオ演習１伝達シナリオ

41

地震発生 ９：００

41

番号２（P２-２）

42

シナリオ演習１伝達シナリオ

９：０５ 地震情報

42

■令和２年２月６日（木）９時００分、相模トラフを震
源地とするマグニチュード８．２の地震が発生し
た。

■座間市内では震度６強を記録した。

■今回の地震は「大正型関東地震」である事を発
表した。

42



スライド資料

43

シナリオ演習１伝達シナリオ

4343

場面Ｂ（伝達シナリオ番号：１１～２２）

応急危険度判定実施のための体制構築

・応急危険度判定実施の決定

・応急危険度判定実施本部の設置

・災害拠点施設の判定実施計画策定

44

シナリオ演習１指示内容・伝達内容の読み上げ方

4444

○○時○○分。
(伝達元)から(伝達先)宛。
(伝達ｼﾅﾘｵの指示内容・伝達内容)～ください。

口頭での伝達

○○時○○分。
(発信機関名)から(経由機関名)を経由して(伝
達先機関名)宛。
(伝紙の情報記入欄の内容)～ください。

伝紙での伝達

45

シナリオ演習１伝達シナリオ

45

場面Ｃ（伝達シナリオ番号：２３～３３）

応急危険度判定実施計画の策定
県災害対策本部への支援要請

・災害拠点施設の応急危険度判定の実施

・地元判定士への参集要請

・一般建築物の応急危険度判定実施計画の
策定

・県災害対策本部に対する一般建築物の応
急危険度判定に係る判定支援要請 45 46

休憩
１３時００分まで

※施設等について不明な点は、
座間市職員にお声がけください。

47

シナリオ演習２
【判定実施本部業務】

○判定実施計画の策定

47

演習項目

「建築物応急危険度判定行動マニュアル」

Ｐ.１１ Ⅲ 判定実施本部業務マニュアル

５．判定実施計画の策定

シナリオ演習２演習の目的

座間市の「地震被害想定」を参考に、「応急危険
度判定実施計画」を策定する。

48
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49

地震被害想定

49

項 目 座間市庁舎 市民体育館・市民文化会館

構造上の被害 発生しない 発生しない

電 力 １日後にほぼ復旧

電 話 ・ Ｆ Ａ Ｘ
【発災直後】輻輳しほとんど通話できない。
【１日後以降】概ね２回に１度は通じる。

通 信
発災直後には情報通信インフラに被害が発生し、
概ね３時間程度で回復するものとする。

上 下 水 道
復旧まで約２日を要し、
それまでは水道水・トイレの使用は難しい。

被害想定の説明市庁舎の被害状況

5050

被害想定の説明交通施設の被害状況

51

道路の状況

◆ 緊急交通路
一般車両は通行不可

◆ 第１次緊急輸送道路
20～50倍の渋滞（一部、全線通行止め）

◆ 第２次緊急輸送道路
30～40倍の渋滞（全線通行可）

◆ その他の県道・市道
車両規制中、一部通行止め

◆ 橋りょう
緊急輸送路における落橋はない

51

被害想定の説明交通施設の被害状況

52

公共交通機関（鉄道・バス）
◆ ＪＲ各線

◆市内バス：３日後に通常運行の半数で運航開始。

小田急線
小田原駅～新宿駅 ３日後（２月９日）より運行開始

小田急江ノ島線
藤沢駅～新宿駅 ３日後（２月９日）より運行開始

相鉄線
海老名駅～横浜駅 ５日後（２月１１日）より運行開始

JR相模線
橋本駅～茅ヶ崎駅 ５日後（２月１１日）より運行開始

52

53

被害想定の説明建築物の被害状況

◆ 揺れによる被害状況
全壊 3,970棟
半壊 6,960棟

◆ 火災の発生状況
相模野台地地区南部で火災発生
（約2,330棟に延焼拡大中）

53

◆ 津波による被害状況
特になし

急傾斜地崩壊に対する斜面の危険度

被害想定の説明建築物の被害状況

◆ 崖崩れによる被害状況
1箇所（目久尻川地区中央部）

建物被害は約20棟発生している。

5454

◆ 急傾斜地崩壊危険箇所 ：３箇所
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被害想定の説明備蓄している判定備品

備蓄場所：座間市庁舎倉庫判定資機材名称 合 計

判定調査表(枚)

木 造 7,500

鉄骨造 1,250

RC造 1,250

判定標識(枚)

調査済 4,500

要注意 3,000

危 険 3,000

ヘルメット 42

ナップザック 42

下げ振り 30

クラックスケール 19

画板 21

コンベックス 21

5555

世帯数：58,454世帯 人口：129,929人

被害想定の説明ライフラインの生活障害の状況

影 響 人口等 応急復旧作業日数

上 水 道 28,150 人 2日

電 気 16,980 軒 12日

都 市 ガ ス 18,790 世帯 14日

L P ガ ス 420 世帯 3日

通 信 43,730 回線 12日

5656

被害想定の説明応急危険度判定士数

（平成３１年３月３１日現在）

57

行政職員 民 間 合 計

全 国 ２８，８６６人 ８１，５０９人 １１０,３７５ 人

神奈川県 １,５２５人 ９，４６５ 人 １０,９９０人

座間市 １０人 １２０人 １３０人

57

被害想定の説明判定活動の支援

◆ 判定拠点となりえる公共施設
市庁舎、市民文化会館、
市民体育館

◆ 宿泊施設
市民体育館（200人）・市民文化会館（50人）
受け入れ可能

5858

１．緊急輸送道路等

２．鉄道路線

３．震度分布図

４．災害拠点施設一覧表

５．地域別新旧耐震住宅棟数一覧表

被害想定の説明参考資料集

5959

計画策定エリア

60

シナリオ演習２

60

座間市庁舎

市民文化会館

市民体育館
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61

演習の内容 シナリオ演習２

◇応急危険度判定実施計画書（様式４）の作成

準備するもの

＜各自＞
○応急危険度判定手帳 抜粋
○シナリオ演習２資料（Ｐ３－１～Ｐ３－８）

＜班＞
○座間市洪水・土砂災害ハザードマップ
○震度分布図
○判定実施計画書作成の考え方（一例）
○応急危険度判定実施計画書（様式４）
○応急危険度判定実施計画検討事項まとめ

61

応急危険度判定実施計画書 シナリオ演習２

6262

※令和 年 月 日
※午前・午後 時 分 作成

応急危険度判定実施計画書 シナリオ演習２

6363

①判定実施期間
③判定士の参集場所
⑤判定開始日
⑦対象建築物
⑨判定士数

②調査方法
④判定拠点の有無・設置場所
⑥判定区域
⑧調査棟数
⑩コーディネーター数

判定業務実施のためには下記項目の検討が必要

検討結果をまとめたものが
応急危険度判定実施計画書

64

実施計画書作成の手順（例） シナリオ演習２

［例１］判定区域から検討する場合
①棟数算出 → ②日数決定 → ③判定士算出

［例２］判定実施期間から検討する場合
①日数決定 → ②棟数算出 → ③判定士算出

［例３］判定士の人数から検討する場合
①判定士算出 → ②棟数算出 → ③日数決定

64

※判定活動期間 通常１０日間程度→延長可

6565

演習２の判定実施計画書等は

１５：００を目途にまとめてください。
①

実施本部長役の方は意見交換を行ってください。②

演習が終わりましたら、

「応急危険度判定実施計画書」

「判定実施検討事項まとめ」

を、各班のアドバイザーに提出してください。

提出いただいた班から、順次休憩に入ります。

③

演習３は、１５：１０に開始します。

時間までに御着席ください。
④

6666

終了時間

１５：００まで

演習終了次第

休憩 １５：１０まで

※施設等について不明な点は、
座間市職員にお声がけください。
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67

シナリオ演習３
【コーディネーター業務・

判定実施本部業務】
○判定結果の集計・報告

67

コーディネーター業務の流れを把握するとともに、
日毎の判定終了後における判定結果の集計・取
りまとめ方法及び報告を体験する。

シナリオ演習３演習の目的（ ）

68

演習項目

「建築物応急危険度判定行動マニュアル」

Ｐ１５ Ⅳ コーディネーター業務マニュアル

１．判定実施の準備

１０．コーディネーター業務の終了

Ｐ１４ Ⅲ 判定実施本部業務マニュアル

１０．判定結果の集計・報告等

～

68

コーディネーター業務
判定実施本部業務

コーディネーター業務の説明

6969 70

コーディネーターの業務 コーディネーター業務の説明

判定士の到着前に行う業務
判定実施の準備

判定士等の受入れ準備

判定士の活動前に行う業務
判定士の受付

判定実施チーム及び班の編成
判定資機材の配布
判定作業の説明

判定実施中に行う業務
判定業務の実施
判定業務の終了

判定士の活動後に行う業務
判定結果の取りまとめ・報告
コーディネーター業務の終了 70

① 判定実施計画の内容の確認

② 地区内の判定方針の検討
・ 旧耐震住宅の分布状況
・ 拠点、危険地域の位置

③ 各作業場の確保
・ 受付場所 ・ 保管場所
・ 説明場所 ・ 仮眠場所
・ 報告場所
・ 集計場所

マニュアルＰ１５

判定実施の準備 コーディネーター業務の説明

7171

判定士受入れ前日・判定実施本部

① 判定実施の準備

・ 判定業務に必要な資料の作成

判定街区マップ・判定区分図の確認

説明資料の作成

各用紙への加筆（り災証明や問い合わせ先等）

・ 各班毎に配分する判定実施区域の設定

チーム単位、班単位、１日単位

マニュアルＰ１５

コーディネーター業務の説明

72

判定士等の受入れ準備

72

判定士受入れ前日・判定実施本部
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② 判定資機材

・ 必要品目、必要数量の確認

調査表やヘルメット等だけでなく、蛍光ペンやマジック

なども

・ 在庫数量、本部への要請数量の確認

・ 判定資機材等を倉庫から参集場所へ運搬

マニュアルＰ１５

コーディネーター業務の説明

73

判定士等の受入れ準備

73

判定士受入れ前日・判定実施本部

判定資機材一覧
① 判定調査表
② 判定標識
③ 判定結果集計表
④ 判定街区マップ

以下、写真で説明
⑤ ガムテープ
⑥ 画板（クリップ）、コンベックス、

下げ振り、クラックスケール
⑦ ヘルメット
⑧ ボールペン等
⑨ ナップザック

マニュアルＰ１６

コーディネーター業務の説明

74

判定士等の受入れ準備

74

判定調査表

コーディネーター業務の説明

75

判定士等の受入れ準備

75

判定標識

コーディネーター業務の説明

76

判定士等の受入れ準備

76

り災調査は別途改めて行います。

座間市 ２５２ ７３９５

判定標識の加筆例

コーディネーター業務の説明

77

判定士等の受入れ準備

77

判定街区マップ

コーディネーター業務の説明

78

判定士等の受入れ準備

78
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判定結果集計表

コーディネーター業務の説明

79

判定士等の受入れ準備

79
80

※り災調査は別途改めて行います。

茅ヶ崎市災害対策本部 ℡23-3000

判定士等の受入れ準備

パンフレット加筆例

コーディネーター業務の説明

判定活動に使用
する資機材

ガムテープ画板
（クリップ）

コンベックス

下げ振り

クラックスケール

ヘルメット

ナップザック

判定士等の受入れ準備 コーディネーター業務の説明

81

判定士の受付

① 判定士の確認

・ 認定証、腕章、判定手帳の確認

・ 応援判定士、地元判定士の確認

マニュアルＰ１６

コーディネーター業務の説明

8282

判定士受入れ当日・判定実施拠点

判定士の受付

マニュアルＰ１６

② 活動可能日数・持参物・保険等の確認

・ 判定活動可能日数の確認

地元判定士は、チーム編成時に重要となる

・ 持参した判定資機材の確認

持参していない資機材の貸出

・ 保険加入の有無の確認

神奈川県では、神奈川県建築物震後対策協議会

が判定活動のための保険に加入

・ 健康状態を把握することも大切

コーディネーター業務の説明

83

判定士受入れ当日・判定実施拠点
受付の様子

判定士の受付 コーディネーター業務の説明

8484
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判定士手帳

腕章

認定証

判定士の受付 コーディネーター業務の説明

8585

判定士記入欄 受付記入欄

判定士の受付

受付名簿

コーディネーター業務の説明

86

様式１１

86

コーディネーター

班

※ 応援判定士は、都道府県単位により既に構成されている場合が多い
※ チームの編成の際は、余裕があれば下記の内容を考慮する

・可能日 ・判定経験 ・年齢 ・土地勘 ・専門分野

・ チーム：判定を実施する２名
・ 班 ：最大１０チーム（２０名）で構成 （班長・副班長を任命）

1チーム

×１０

班

１チーム

×１０

班

１チーム

×１０

班

１チーム

×１０

班

１チーム

×１０

判定実施チーム及び班の編成

マニュアルＰ１７

コーディネーター業務の説明

8787

判定士受入れ当日・判定実施拠点

① 判定資機材の配布

② 被災情報等の情報提供
・ 被災地情報

避難所の位置・火災発生地区等

・ 判定実施保留区域情報
二次災害の可能性のある施設（化学工場・危険物貯蔵庫等）

崖地区域
火災発生区域
暴動発生区域

判定資機材の配布

マニュアルＰ１８

コーディネーター業務の説明

8888

判定士受入れ当日・判定実施拠点

説明内容
・ 担当街区
・ 判定実施方法 外観調査また内観調査等

・ 被災地の状況 危険区域、火災発生地域、救助活動区域等

・ 気象状況 気温、風速、降雨等

・ 余震情報 余震の震度、頻度、区域等

・ 被災地情報 避難所の位置、被災者への情報等

・ 出発時間、担当街区への移動手段と移動ルート、集合時間と
集合場所

・ 定時の連絡
・ その他 マスコミ対応等

判定作業の説明

マニュアルＰ１９

コーディネーター業務の説明

8989

判定士受入れ当日・判定実施拠点 コーディネーターによる説明

90

判定作業の説明 コーディネーター業務の説明

90
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判定エリアの説明

判定作業の説明 コーディネーター業務の説明

9191

判定業務の実施

移動中の被災地の様子

コーディネーター業務の説明

9292

判定業務の実施

移動中の被災地の様子

アーケードが傾斜しているため道路封鎖中

コーディネーター業務の説明

9393

① 判定の開始
・ 判定実施本部長の指示により、コーディネーターは、各

班長に対して担当地区に移動し、判定業務に従事する
よう指示する

判定業務の実施

マニュアルＰ２０

コーディネーター業務の説明

9494

判定実施中

判定業務の実施

判定作業の様子

コーディネーター業務の説明

9595

判定結果の説明

判定業務の実施 コーディネーター業務の説明

9696
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② 判定作業中の判定実施本部の業務
・ 判定区域の見直し ⇒ 実施計画係

判定開始後に余震等により新たに発生した被害に対応した
判定区域の見直しや再判定の検討

・ 市民への周知 ⇒ 情報統計係
判定作業の理解を得るために広報無線やパンフレット
により周知を図る

・ 建築物所有者への対応 ⇒ 情報統計係
判定結果等に対する問い合わせの対応や、必要に応じて
相談窓口を設置する

判定業務の実施

マニュアルＰ２０

コーディネーター業務の説明

9797

判定実施中

① 判定結果の集計
・ 班長、副班長から班毎に集計した判定結果の報告を受ける

② 特に注意を必要とする建築物の有無の聴取
・ 特に注意を必要とする建築物等の有無
・ 被災状況
・ 判定士のけが等の健康状態

③ 資機材の回収
・ 各班長から配付した判定資機材の回収を行う

④ 翌日の説明
・ 宿泊施設の説明、翌日の集合時間、集合場所等

判定業務の終了

マニュアルＰ２１

コーディネーター業務の説明

9898

判定実施日・判定実施拠点

判定結果

判定業務の終了 コーディネーター業務の説明

9999

判定後の集計の様子

判定業務の終了 コーディネーター業務の説明

100100

判定後の集計の様子

判定業務の終了 コーディネーター業務の説明

101101

判定結果の取りまとめ・報告

マニュアルＰ２１

コーディネーター業務の説明

① 判定結果の集計
・ 各班毎に集計した当日分の結果の整理

② 判定結果の報告
・ 取りまとめた当日分の結果を判定実施本部・災害
対策本部に報告

102102

判定実施日・判定実施拠点



スライド資料

シナリオ演習３演習の流れ

判 定 士

コーディネーター係

情報統計係

判定実施本部長

判定調査表
判定街区マップ

判定結果集計表（チーム）【様式７】

集計・報告

判定結果集計表（班）【様式８】
集計・報告

判定結果集計表（地図番号毎）【様式９】
集計

判定結果集計報告書（日毎用・全体用）
【様式１０】

報告

判
定
実
施
本
部
業
務

103103

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務

シナリオ演習３演習の内容（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ業務・判定実施本部業務）

◇判定結果集計表（チーム）（様式７）の作成

◇判定結果集計表（班）（様式８）の作成

◇判定結果集計表（地図番号毎）（様式９）の作成

◇判定結果集計報告書（日毎用）（様式１０）の作成

◇伝達シナリオに基づく説明

104

準備するもの

＜各自＞
○シナリオ演習３資料（Ｐ４－１～Ｐ４－１０）

＜班＞
○判定街区マップ
○判定結果集計表（チーム・班・地図番号毎）（様式７・８・９）
○判定結果集計報告書（日毎用）（様式１０）
○伝紙１１

104

演習３
様式 ７

座間市

判定結果集計表（チーム）

地図番号 43-右 調査街区番号 ⑩
班･チーム

番号
10・7

調査日時 ２月 １４日 １０時００分 ～ １６時００分

所属(都道
府県等)

○○県
△△△市

○○県
△△△市

調査者 □□ □□ ◇◇ ◇◇

調査棟数 危険(赤) 要注意(黄) 調査済(緑)

木 造

Ｓ 造

ＲＣ造

計

備考（特に注意を必要とする建築物等、特記すべき事項は全てご記入下さい）

シナリオ演習３判定結果集計（チーム）

105

判定街区マップ 様式７

105

判定士が【様式７】に転記し、

コーディネーター係へ報告

様式 8

演習３

＊令和２年２月14日

＊午後５ 時４７ 分 報告

■ 判定結果集計表（班）■ 班番号 10
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

名
○○ △△

チーム番
号

地図番号
街区番

号
調査日

判定結果集計
調査棟数 備考

赤 黄 緑

1 43-右 ① 2月14日 9 7 18 34

2 43-右 ② 2月20日 8 6 16 30

3 43-右 ③ 2月20日 4 3 7 14

4 43-右 ④ 2月20日 5 4 10 19

5 226-右 ⑤ 10月23日 7 6 16 29

6 226-右 ⑥ ２月14日 9 7 18 34

7 226-右 ⑦ ２月14日

8 43-右 ⑧ 2月14日 9 7 18 34

9 43-右 ⑨ 2月14日 6 5 12 23

⑩ 2月14日 6 4 14 24

班別合計

特記事項

演習３
様式 ７

座間市

判定結果集計表（チーム）

地図番号 43-右 調査街区番号 ⑩
班･チーム

番号
10・7

調査日時 ２月 １４日 １０時００分 ～ １６時００分

所属(都道
府県等)

○○県
△△△市

○○県
△△△市

調査者 □□ □□ ◇◇ ◇◇

調査棟数 危険(赤) 要注意(黄) 調査済(緑)

木 造

Ｓ 造

ＲＣ造

計

備考（特に注意を必要とする建築物等、特記すべき事項は全てご記入下さい）

様式７ 様式８

106106

シナリオ演習３判定結果集計（班）

コーディネーター係が【様式８】に転
記し、情報統計係へ報告

様式 8

演習３

＊令和２年２月14日

＊午後５ 時４７ 分 報告

■ 判定結果集計表（班）■ 班番号 10
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

名
○○ △△

チーム番
号

地図番号
街区番

号
調査日

判定結果集計
調査棟数 備考

赤 黄 緑

1 43-右 ① 2月14日 9 7 18 34

2 43-右 ② 2月20日 8 6 16 30

3 43-右 ③ 2月20日 4 3 7 14

4 43-右 ④ 2月20日 5 4 10 19

5 226-右 ⑤ 10月23日 7 6 16 29

6 226-右 ⑥ ２月14日 9 7 18 34

7 226-右 ⑦ ２月14日

8 43-右 ⑧ 2月14日 9 7 18 34

9 43-右 ⑨ 2月14日 6 5 12 23

⑩ 2月14日 6 4 14 24

班別合計

特記事項

調査着手日

調査完了日 赤 黄 緑 計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1

赤 85 8 7 8 4 5 5 6 8 8 8

黄 67 7 6 6 3 4 4 4 7 6 6

緑 184 18 15 16 9 11 10 12 18 18 16 1

計 336 33 28 30 16 20 19 22 33 32 30 3

赤 104 4 4 6 4 6 3 5 6 3 6

黄 81 3 3 5 3 4 3 4 5 2 5

緑 220 7 7 14 9 12 7 10 14 7 13 1

計 405 14 14 25 16 22 13 19 25 12 24 1

赤 9 8 4 5 7 9 9 6 6

黄 7 6 3 4 6 7 7 5 4

緑 18 16 7 10 16 18 18 12 14

計 34 30 14 19 29 34 34 23 24

赤 69 6 6 11 8 4 6 5 5 8 3

黄 55 5 5 9 6 3 4 4 4 6 3

緑 149 14 12 24 18 7 12 12 10 18 7 1

計 273 25 23 44 32 14 22 21 19 32 13 2

赤 3 4 7 1 5 2 3 3 2

黄 2 3 5 1 4 2 2 2 2

緑 5 8 15 1 11 2 7 8 4

計 10 15 27 3 20 6 12 13 8 1

赤 125 6 4 8 5 3 4 5 3 3 3

黄 96 5 3 6 4 2 3 4 2 2 3

緑 254 12 8 16 10 6 7 9 7 6 7

計 475 23 15 30 19 11 14 18 12 11 13 1

赤 117 4 8 4 7 4 4 5 5 3 5

黄 93 3 7 3 6 3 3 4 4 3 4

緑 251 10 18 10 16 10 8 10 10 7 9

計 461 17 33 17 29 17 15 19 19 13 18 1

赤 97 6 3 4 5 2 6 3 6 5 4

黄 76 5 2 3 4 2 5 2 4 4 3

緑 204 13 7 10 9 5 13 7 12 10 7

計 377 24 12 17 18 9 24 12 22 19 14 1

赤 68 3 5 4 7 5 4 3 3 5 2

黄 54 3 4 3 5 4 3 2 2 4 1

17目久尻川 46-右

2月14日

2月14日

2月14日

2月14日

2月14日

44-右

目久尻川 46-左 24

目久尻川 45-右 24

2月14日

目久尻川 45-左

2月14日

2月14日

2月14日

2月14日

29

15目久尻川

42-右

目久尻川 44-左 11

目久尻川 43-右 10

2月14日

地区
地図
番号

目久尻川 43-左 21
2月14日

2月14日

目久尻川

判定結果集計

2月14日

判定
街区数

演習３

12
2月14日

2月14日

2月14日

107

判定結果集計（地図番号毎） シナリオ演習３

地図番号
43-右 街区番号⑦

107

様式８ 様式９

情報統計係が
【様式８】の内容を
【様式９】に転記

地図番号43-右
街区番号⑦

調査着手日

調査完了日 赤 黄 緑 計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

赤 85 8 7 8 4 5 5 6 8 8 8 8

黄 67 7 6 6 3 4 4 4 7 6 6 6

緑 184 18 15 16 9 11 10 12 18 18 16 18

計 336 33 28 30 16 20 19 22 33 32 30 32

赤 104 4 4 6 4 6 3 5 6 3 6 5

黄 81 3 3 5 3 4 3 4 5 2 5 4

緑 220 7 7 14 9 12 7 10 14 7 13 10

計 405 14 14 25 16 22 13 19 25 12 24 19

赤 9 8 4 5 7 9 9 6 6

黄 7 6 3 4 6 7 7 5 4

緑 18 16 7 10 16 18 18 12 14

計 34 30 14 19 29 34 34 23 24

赤 69 6 6 11 8 4 6 5 5 8 3 7

黄 55 5 5 9 6 3 4 4 4 6 3 6

緑 149 14 12 24 18 7 12 12 10 18 7 15

計 273 25 23 44 32 14 22 21 19 32 13 28

赤 3 4 7 1 5 2 3 3 2 1

黄 2 3 5 1 4 2 2 2 2 3

緑 5 8 15 1 11 2 7 8 4 6

計 10 15 27 3 20 6 12 13 8 10

赤 125 6 4 8 5 3 4 5 3 3 3 3

黄 96 5 3 6 4 2 3 4 2 2 3 2

緑 254 12 8 16 10 6 7 9 7 6 7 7

計 475 23 15 30 19 11 14 18 12 11 13 12

赤 117 4 8 4 7 4 4 5 5 3 5 4

黄 93 3 7 3 6 3 3 4 4 3 4 3

緑 251 10 18 10 16 10 8 10 10 7 9 7

計 461 17 33 17 29 17 15 19 19 13 18 14

赤 97 6 3 4 5 2 6 3 6 5 4 3

黄 76 5 2 3 4 2 5 2 4 4 3 2

緑 204 13 7 10 9 5 13 7 12 10 7 5

計 377 24 12 17 18 9 24 12 22 19 14 10

赤 68 3 5 4 7 5 4 3 3 5 2 2

黄 54 3 4 3 5 4 3 2 2 4 1 2

緑 137 7 9 7 14 11 7 7 6 10 3 4

17目久尻川 46-右

2月14日

2月14日

2月14日

2月14日

2月14日

44-右

目久尻川 46-左 24

目久尻川 45-右 24

2月14日

目久尻川 45-左

2月14日

2月14日

2月14日

2月14日

29

15目久尻川

42-右

目久尻川 44-左 11

目久尻川 43-右 10

2月14日

地区
地図
番号

目久尻川 43-左 21
2月14日

2月14日

目久尻川

判定結果集計

2月14日

判定
街区数

演習３

12
2月14日

2月14日

2月14日

様式 8

演習３

＊令和２年２月14日

＊午後５ 時４７ 分 報告

■ 判定結果集計表（班）■ 班番号 10
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

名
○○ △△

チーム番
号

地図番号
街区番

号
調査日

判定結果集計
調査棟数 備考

赤 黄 緑

1 43-右 ① 2月14日 9 7 18 34

2 43-右 ② 2月14日 8 6 16 30

3 43-右 ③ 2月14日 4 3 7 14

4 43-右 ④ 2月14日 5 4 10 19

5 226-右 ⑤ 10月23日 7 6 16 29

6 226-右 ⑥ 10月23日 9 7 18 34

7 226-右 ⑦ 10月23日

8 43-右 ⑧ 2月14日 9 7 18 34

9 43-右 ⑨ 2月14日 6 5 12 23

⑩ 2月14日 6 4 14 24

班別合計

特記事項

4－8
108

判定結果集計（地図番号毎） シナリオ演習３

地図番号
43-右

判定結果集計

108

様式８ 様式９

情報統計係が「43-右」
の合計を集計



スライド資料

調査着手日

調査完了日 赤 黄 緑 計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

赤 85 8 7 8 4 5 5 6 8 8 8 8 10

黄 67 7 6 6 3 4 4 4 7 6 6 6 8

緑 184 18 15 16 9 11 10 12 18 18 16 18 23

計 336 33 28 30 16 20 19 22 33 32 30 32 41

赤 104 4 4 6 4 6 3 5 6 3 6 5 5 6 5 5 8 6 4 6 2 5

黄 81 3 3 5 3 4 3 4 5 2 5 4 4 4 4 4 6 5 3 4 2 4

緑 220 7 7 14 9 12 7 10 14 7 13 10 11 12 12 9 16 12 10 12 5 11

計 405 14 14 25 16 22 13 19 25 12 24 19 20 22 21 18 30 23 17 22 9 20

赤 9 8 4 5 7 9 9 6 6

黄 7 6 3 4 6 7 7 5 4

緑 18 16 7 10 16 18 18 12 14

計 34 30 14 19 29 34 34 23 24

赤 69 6 6 11 8 4 6 5 5 8 3 7

黄 55 5 5 9 6 3 4 4 4 6 3 6

緑 149 14 12 24 18 7 12 12 10 18 7 15

計 273 25 23 44 32 14 22 21 19 32 13 28

赤 3 4 7 1 5 2 3 3 2 1 4 5 5 6

黄 2 3 5 1 4 2 2 2 2 3 1 4 3 4

緑 5 8 15 1 11 2 7 8 4 6 4 12 9 9

計 10 15 27 3 20 6 12 13 8 10 9 21 17 19

赤 125 6 4 8 5 3 4 5 3 3 3 3 3 2 7 2 4 6 4 3 5 3 5

黄 96 5 3 6 4 2 3 4 2 2 3 2 2 2 5 2 3 4 3 3 4 2 4

緑 254 12 8 16 10 6 7 9 7 6 7 7 6 5 15 4 9 12 10 7 9 7 9

計 475 23 15 30 19 11 14 18 12 11 13 12 11 9 27 8 16 22 17 13 18 12 18

赤 117 4 8 4 7 4 4 5 5 3 5 4 5 5 6 4 8 5 5 7 4 1 6

黄 93 3 7 3 6 3 3 4 4 3 4 3 4 4 5 3 6 4 4 5 3 1 5

緑 251 10 18 10 16 10 8 10 10 7 9 7 10 12 14 10 16 9 10 14 7 2 12

計 461 17 33 17 29 17 15 19 19 13 18 14 19 21 25 17 30 18 19 26 14 4 23

赤 97 6 3 4 5 2 6 3 6 5 4 3 5 4 5 4 2 1 4 6 5 2 5

黄 76 5 2 3 4 2 5 2 4 4 3 2 4 3 4 3 2 1 3 4 4 2 4

緑 204 13 7 10 9 5 13 7 12 10 7 5 12 10 11 10 5 3 8 12 9 4 9

計 377 24 12 17 18 9 24 12 22 19 14 10 21 17 20 17 9 5 15 22 18 8 18

赤 68 3 5 4 7 5 4 3 3 5 2 2 3 3 5 5 4 5

黄 54 3 4 3 5 4 3 2 2 4 1 2 3 3 4 4 3 4

緑 137 7 9 7 14 11 7 7 6 10 3 4 7 7 10 9 9 10

計 259 13 18 14 26 20 14 12 11 19 6 8 13 13 19 18 16 19

赤 95 3 4 7 1 5 5 5 5 5 5 4 4 5 4 4 7

黄 55 2 3 5 1 4 4 4 4 4 4 3 3 4 3 3 6

緑 136 5 8 15 1 11 13 12 12 10 9 9 7 11 10 10 15

計 256 10 15 27 3 20 22 21 21 19 18 16 14 20 17 17 28

179 760 577 1535 2842

2月14日

2月14日

16

17目久尻川 46-右

目久尻川 47-左

2月14日

2月14日

2月14日

2月14日

2月14日

2月14日

44-右

目久尻川 46-左 24

目久尻川 45-右 24

2月14日

目久尻川 45-左

2月14日

2月14日

2月14日

2月14日

29

15目久尻川

42-右

目久尻川 44-左 11

目久尻川 43-右 10

2月14日

地区
地図
番号

街  区  番  号

目久尻川 43-左 21
2月14日

2月14日

目久尻川

4－10

判定結果集計

2月14日

判定
街区数

演習３

12
2月14日

2月14日

2月14日

109

判定結果集計（地図番号毎） シナリオ演習３

判定結果集計

109

様式９

赤 黄 緑 計
○棟 ○棟 ○棟 ○棟

地区ごと

 演習３  
様式 １０

 
 
 
 

              判定結果集計報告書（ 日毎用 ・全体用 ） 
 
    災害対策本部長  様 
 
 

応急危険度判定実施本部長 
 
 

座間市内の建築物応急危険度判定結果について、次のとおり報告します。 

 
１． 判定結果集計（２月１４日分、最終結果分） 
 

調査日 令和２年２月１４日 判定結果集計 
備  考 

被災地域 調査棟数 危険 要注意 調査済 

目
め

久
く

尻
じ り

川
がわ

      

      

      

      

      

計      

 
２． 特記事項 
 

 

＊令和２年 ２ 月 １４ 日 

＊午後 ６  時 ４０ 分  発信 

情報統計係が地区ごとの集計
結果を【様式１０】に転記、集計。

様式１０

110

シナリオ演習３伝達シナリオ

110110

伝達シナリオ番号：１～３

判定活動終了後の業務（日毎）

・以下の事項の報告指示

①判定の集計結果

②特に注意を必要とする被災建築物の有
無及び再調査の要否

・上記内容の市災害対策本部への報告

111

シナリオ演習３
【判定実施本部業務】

○判定実施本部の解散日の流
れの把握

111

伝達シナリオにより、「判定実施本部の解散日」の
流れを把握する。

演習項目

「建築物応急危険度判定行動マニュアル」

Ｐ１４ Ⅲ 判定実施本部業務マニュアル

１１．判定実施本部の解散

シナリオ演習３演習の目的（判定実施本部業務）

112112

シナリオ演習３演習の内容（判定実施本部業務）

◇伝達シナリオに基づく説明

113

準備するもの

＜各自＞
○シナリオ演習３資料（Ｐ４－１～Ｐ４－１０）

＜班＞
○伝紙１２～１３

113

判定実施本部の解散

マニュアルＰ１４

① 判定実施本部の業務の終了

・ 判定活動の終了

・ 判定結果の集計、資料整理の終了

・ 判定結果の災害対策本部への報告の終了
② 県災害対策本部への連絡

・ 判定実施本部長から災害対策本部長へ報告及び
関連資料の引継

・ 災害対策本部長から県災害対策本部長へ報告
③ 判定実施本部の解散

・ 災害対策本部長の指示により解散
114

判定実施本部業務の説明

114

判定実施本部の解散日・判定実施本部



スライド資料

115

シナリオ演習３伝達シナリオ

115115

伝達シナリオ番号：４～５

判定実施本部の解散日

・県災害対策本部への全判定結果の報告

・判定実施本部の解散指示

116

１．課長役の方から御意見・御感想

２．実施計画書作成理由の発表

３．アンケートにご協力ください。

116

御意見・御感想


